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この事業 は、競輪 の補助金 を受 けて実施 した ものである







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす ものと期待 されている。

今後、データベースの普及 によ り、わが国にお いて健全な高度情報化社会の形成が期待 され

る。さらに海外に対 して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献および

自由な情報流通の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 している

データベースの中でわが国独 自のものは1/3に すぎないのが現状であ り、わが国データベ

ースサービスひいてはバ ランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独 自のデ

ータベースの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの

充実を図る必要がある。 ・ 、 、、

このような要請に応 えるため、(財)デ ータベース振興セ ンターでは 日本 自転車振興会か

ら機械工業振興資金の交付 を受けて、データベースの構築お よび技術開発 について民間企業

団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容はご社会的、経済的、国際的に重

要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築 と

データベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソフ トウエ

ア技術 ・ハー ドウエア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成 されるデー タベニス構築 ・技術

開発促進委員会(委 員長 前山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「景観シミュ レーシ ョン用樹木データベースの構築」は平成7年 度 のデータベースの

構築促進および技術開発促進事業 として、当財団が(株)ス .トゥディオサカイに対 して委託 、

実施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆

様方めお役に立てば幸いである。

なお、平成7年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次表

の とお りで ある。

平成8年3月

財団法人 データベース振興センター



平成7年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1法 的データベース における多分野 デー タベ ース の統 ㈱ 日本法律情報センター

合一体的管理 とオフ ・オ ンラインの融合化 に関す る

社 会 調査、研究

2新 聞記事分類キーワー ドの標準モデル構築 と自動付 ㈱ エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ラ イ ブ ラ

与に関する調査研究 リ ー

3パ ソコンを用い た地図デー タベースの基礎構築 ㈲ 朝 日デー タサー ビス

4景 観 シ ミュレーシ ョン用樹 木のデー タベ ース構築 ㈱ ス トゥデ ィオサ カイ

5包 装機械 デー タベースの構 築 (社)日 本包装機械工業会

中小企業振興 6新 規事業創出支援のためのデータベース構築に向け ㈱ 日本 インテ リジ ェン トトラス

地域 活性化 た基礎調査 ト

7高 効率化先進材料 ファク トデー タベースのパ ッケー (財)次 世代金属 ・複合材料研

ジ化 究開発協会

8阪 神 ・淡路大震災の情報デ ジタル ・アー カイブ 神 戸 マ ル チ メ デ ィ ア ・イ ン タ ー

ネット協議会

9Mosaicの 利 用 に よ る マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ 日本電子開発㈱

一ス検索 システムの構築

10大 規模データベースにおける構造化情報抽出方式の ㈱ 日本総合研究所

技 術 調査

11モ ーパ イルデー タベ ースシステムに関す る調査研究 ㈱ イフ ・ア ドバ タイジ ング

12情 報収集 ロボ ッ トによるInternetで のWWW所 在検 日外 アソシエー ッ㈱

索 データベースの構 築

13イ ンハ ウスデー タベース用CGI作 成の調査研 究 日本電子計算㈱
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は じめ に

環境計画や都市デザイ ン分野では、設計用CAD(ComputerAidedDesign)シ ス

テ ムが多 く利用 されて いる。なかで もCG(ComputerGraphics)に よ る景観 シ ミュ

レー ションは、仮装空間 をあたか も実際に存在 するかのよ うに表現す ることがで き、

CGの 特性 を最大限 に活用できる分野で もある。従来の図面な どの表現手段 では理解

しに くい完成後 の姿 を現実感 を伴 った表現 によ り確認す る ことができる。

CGに よる景観 シミュ レー ションの使用例 としては、景観の風 景や建物が道路 か ら

どのように見えるか、あるいは現実 には飛行機 にで も乗 らな いかぎ り見 えな い、上空

か ら見 る景観 の全景 を確 認す る利用 、樹 木 と環境の調和 、移動体 か ら見 た アニ メー

シ ョンによる利用、照明や ライ トアップを用いた夜間を表現す る照明効果 を確認す る

利用例 もみ られ る。

このよ うに、現在では空想の 日常空間で も、CGを 使 えば仮想現実 として表現 出来

るまでにな って いる。環境計画や建築デザイ ン分野でCGに よる景観 シミュ レー シ ョ

ンが多 く使われ る背景 には、 このような特性 を活用すれ ば、実 際に施工 を行 ってか ら

確認 する手間 の省 略や 、修 正 した りす る操作 が簡単 にで きるか らで ある。 したが っ

て、環 境設計 をCGに て 何度 も検討す る ことによ り、美 しい景観 や防災 に強 い町作

り、住み良 い都市 を作 り上げる最 良の手法 とな りつつ あるのである。

今後、景観設計 の発達 は、 これ らの効率的な運用 と景観物 を構成す るファク トデー

タベースの充実 が必要 と考 え られる。 これ らの問題 を専 門家 を交え検討 を重ね、景観

シミュ レー ション用樹 木のデー タベースを構築 した。 以下はその報告 であ る。

なお、 このプ ロ トタイ プの評価 にあた って東海北陸データベース懇話会(東 海北陸

地域での地域データベース振興団体)、 中部通商産業局、愛知県、中京大学、(株)

中 日新 聞社、(株)竹 中工務店 をは じめ多 くの方 々の協 力によって所期 の 目的 を果た

す ことができた ことを感謝 いた します。

この成果 を公表す ることによ りCGを 用 いた環境計画 の手がか りを得 られれ ば幸 い

で ある。今後、 この景観 シミュ レー ション用樹木のデー タベース開発 を基礎 に、実用

化 に向けて地道な研究 開発 を進 め、多 くの方々 に活用 され るファク トデータベー スの

完成 を目指 して いきた い と思 う。
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1.目 的 と 概 要

1.1目 的

現在 、生活環境の充実、なかで も防災計画 、暮 らしやす い都市、美 しい都市景観 に

対 す る期待が高 まっている。

経済成長 を推進するなかで、生活者個 人 としては物質的欲求 のみな らず 、質的な向

上や 潤いある生活文化 を求める志 向が強 くなる傾向 にある。 このような背景の もとこ

れか ら行われる環境計画の策定作業 に対 して、最 も効率的な方法 を論ず る とともに、

システム として運用できる ファク トデータベースの可能性 を探 った。

今回の委託研究では、景観設 計を行 う際 に多 く用 いられる三次元CADを 操作す る

者 を対象 として いる。三次元 を前提 とす る理 由は、景観設計 にお いて完成イ メージを

立体 で捉え る必要か らで ある。 また、従来の図面な どでは表現で きない奥行 き、立体

感 を確認で きる ことが可能 とな り、CGに お けるコミュニケーシ ョンが、単な る表現

にとどま らず合意形成 と問題解決 を支援す る手段 、すなわちデザイ ンツール として幅

広 く活用 される可能性 を示唆 して いるか らで ある。

これ らのシステム に効率的な ファク トデー タベースを連動 させ ることによ り、今 ま

で にない設計手法を探 り、実用 に向 けての詳細な利用形態 を検証す る。

1.2業 務 の 流 れ

以下の方法 によ りプ ロ トタイ プ作成 を通 じて本研究 を実施 した。

(1)景 観 シミュレーシ ョンの現状把握

景観設計 に対す る全般 的な取 り組み、三次元CADの 活用 はどのよ うにな っ

て いるのか、また現状 で どのよ うな 問題点が あるのかを関係業界の専門家 よ

りヒア リングおよび説明 を受 け把握 した。

(2)樹 木データベースの あ り方 を討議

ファク トデー タベース として どの ようなソフ トが供給で きるのか、また、そ

の構成の望 ま しい姿 は どのよ うな ものか討議 した。
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(3)樹 木デ ータベース供給 の完 成イ メー ジ作成

実用段階に表現 され る樹木の形態 について、実 際に生育 している樹木 との対

比 について検 討を踏 まえ、樹木データプロ トタイプの完成イ メージを作成 し

た。

(4)シ ステム設計

(3)の 完成イメージを個 々か ら抜粋 し、システム として使用できる内容 に

構築す る。実際 に操作 して も違和感 のない構成 とす る検討 を行 った。

(5)実 地検 証

完 成 した プロ トタイプシステム を用 いて景観 シ ミュ レーシ ョンを行 う。 ここ

では、既 に計画 されている景観 に対 して樹木デー タベースの効果 を検証す

る。

(6)今 後 の計画

プロ トタイ プを通 じて得た課題 とシステム評価 を参考 にこの研究 を今後 どの

よ うに発展 させ るか検 討 した。

1.3委 員 会 の 構 成

本委託研究の 目的を達成す るため に、産学界の学識及び実務経験者 を中心 に構成す

る 「景観 シミュ レーシ ョン用 の樹木データベース検討委員会」 を組織 した。委員会 に

お いて課題 の討議 を行 い方 向付 けを行 った。

なお メンバーは以下の通 り。
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景 観 シ ミュ レー シ ョン用 の樹 木 デ ー タベ ー ス 検 討 委 員 会 名 簿

委員 委員長

氏 名

廣木 守雄

尾崎 雄一

小口真紀雄

松井 政雄

所 属

中京大学 情報科学部

教授

中日新聞本社 総合技術局

情報システム研究所 所長

(株)竹 中工務店 名古屋支店

技術部 技術課長

東海北陸データベース懇話会

事務局 局長

オ ブザ ー バ ー 坂野 治孝

浅野 弘三

中部通商産業局 商工部

機械情報産業課 課長

(財)愛 知県中小企業振興公社

愛知県産業情報センター 所長

事務局 事務局長 酒井 俊孝

久野 恭裕

堤 紀子

(株)ス トゥディオサ カイ

プ レゼ ンテーシ ョン リーダー

(株)ス トゥディオサカイ

システムデザイ ン担 当

(株)ス トゥデ ィオサカイ

CADデ ザイ ン担 当
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1.4業 務 の推 進 日程

本委託研究の推進 日程は表1-1の 通 りであ る。

表1-1業 務推 進 日程

め

▽委員会開催予定
▲委員会開催実績



2.景 観 シ ミュ レー シ ョンの 取 り組 と課 題

2.1建 築 フ ァク トデータベースの現状 と課題

現在の科学技術の進歩 、発展 はめざま しくコ ンピュータが出現 して45年 程度 の歳

月しか経過 して いないのに、高性能 なパー ソナル コンピュータ(パ ソコン)か らスー

パー コンピュータ まで多種多様 なコ ンピュータが、各種の分野 に導入 され活用 されて

いる。なかでも業務 に使用 されるコ ンピュータ全体のなかで、建設系の 占め る割合 は

15%に 達 し設計業務 にお けるコ ンピュータの活用が深 く根付 いて いる ことが伺 われ

る。

昨今、パ ソコンの性 能が顕著 に向上 し、つい最近 までGWS(グ ラフィ ック ワー ク

ステーシ ョン)で しか表現できなかった三次元 グラフィ ックスもパ ソコンで操作でき

るよ うになった。環境計画 において三次元 シミュ レー ションで実地検 証 をす る割 合が

増 える傾 向にある。

一方、従 来か らの図面上 にて様 々な検証 を行 って いた設計者 は、一応 に構築 した ノ

ウハ ウを、 コンピュータに生かす ことの戸惑 いが発生 している。今が移行の過渡期で

あれ ば多 くの人的な経験 を収集 し、データベース化す ることが急 がれ る。 しか し、長

年の経験 を新技術 に移行す る ことは容易で はな い。

この結果 、三次元 シミュレー シ ョンを構成す るファク トデータベースの充実が急務

となるが、共通に互換性のあるデー タライブラ リの開発 の遅れ と、専門知 識 を有す者

でなけれ ば操作 できない等 の問題 も多 い。

2.1.1景 観 シ ミ ュ レー シ ョ ン へ の 現 状

現 在 の景 観 シ ミ ュ レー シ ョ ン用 デ ー タ ベ ー ス の利 用 形 態 。

(1)社 内で以前構築 した履歴 デー タを景観設計の案件 ごとに集積 して い く

このよ うな例 が一般的で ある。データは使 用頻度の多いデー タが限 られて く

る。そ のため、特定 の形態 を した樹木、 または景観物が シミュ レー ション上

に何度 も点在す るよ うにな り、本来表現 される最終イ メー ジとはか け離れた

ものになる こともある。 しか し、データ形状 に自社独 自の特色が出せ るため

個性ある表現方 法を出す 場合有 効である。

(2)市 販 されているデータ ライブ ラ リを使 用す る

この種では、活用範囲 を指定 されて いない、幅広 い使用 法を 目的 とす る内容
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のものが一般 的で ある。概 して景観 シミュレー シ ョンに最適なデータ ライ ブ

ラ リは、使用 目的が特定用途 に限定 され るため実 際に活用するにはデータの

修正が必要で ある。 また、 このような形態 で販 売されて いるデータライ ブラ

リの多 くは指定 された ソフ トのみ使用可能に している例 もみ られる。なお

データ全般 に該 当す る事 として、デー タ内容 を確認す るには、添付されて い

るマニ ュアル に表現 されている絵 を確認す る、 または、実際にアプ リケー

シ ョンにて表 示 しないかぎ り判 断できな いよ うで ある。

(3)景 観 材料 メーカーが支給 するデータを利用

ス トリー トフ ァニチ ャー(ベ ンチ、水飲み等 の街路 に設置す る装置群)を 設

計販売 しているメーカーのなか には、いち早 く景観 シミュレー ションに対応

した 自社製 品のデー タライブラ リを添付 して いる例 もみ られ る。 しか し、現

段階では即座 に活用できる ものではない。また 、多 くのデータは2次 元CA

D用 のテ ンプ レー トとして用い られて いる。

(4)建 築設 計会社 が 自主制作 する

初期投 資を必要 とす るが、内容 を吟味 されたデー タベースを構築す ることが

期 待できる。大手建設会社では このような取 り組み は積極 的に行われて いる

が、民間企業 の性格上、門戸 を閉ざ した開発 を推進す る傾 向にあり、せ っか

く構築 され たデータベース も企業 内で埋没す る可能性 も心配 され る。

2.1.2デ ー タ ベ ー ス の 運 用

景観 シミュレーシ ョンに限定 した場合、現在 までに専用データベースの開発 は行 わ

れて いない。 この背景 には、 コンピュータグラフィ ックスが特殊な ジャンル として、

長期 に渡 り位置付 け られ いたか らで はな いか、 と考 え られ る。

また景観設計 をす る側 も、コ ンピュータデータを初期 か ら構築す ることに全 く違和

感 を抱かな い環境 を作 っていた とも考え られ る。その結果 、 シミュ レー ション制作 に

費やす時間 は多 くな り、必然的 に高 コス ト、高次元な技術 レベル を有する分野へ定着

して いる。

最近 のパ ソ コンブー ム は、 ある意味で コン ピュー タグ ラフィ ックス を 日常化す る

きっかけ ともな るであ ろう。
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2.1.3設 計 者 の 今 後 の 課 題

(1)設 計担 当者の利用

図2-1に 示 してあるよ うに、現状では設計者の指示がオペ レーター を介 して、 コン

ピュータ入力 し最終画像 を生成 して いる。従来、 このような考え方 でほぼ要求は満 た

されて いた。

しか し、昨今 の社会情勢か ら冷静 に検証す ると、あま りにも急速 な環境変化、大災

害な ど、専門家 の迅速な対応が不可欠な状況で ある。コ ンピュータを用 いた高度 なシ

ミュ レー ション技術は このよ うな状況下で大 きな威力を発揮す るのであるが、肝 心な

操作 となる と専 門知識 を有す るオペ レータに一任する ことになる。今後 の傾向 として

図2-2の よ うに設計者が 自ら操作できる環境 を構築す る手段 を考え出さな ければな ら

ない。 この問題点 を早期 に改善 している例 として、表2-1の よ うな取 組みが ある。

表2-1CAD操 作 可能 な 設 計 者 の推 移

台数

一 経過

CAD教 育での設計部の 目標

1CAD図 曜 か ら質への⇒ICA・ イヒによる部門内での効率化の追求
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_指 示書＼
(図 面)

/ミ ユ__

翻

● ●
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●

● ●

●
●.

● ●

デー タ ライ ブ ラ リCADオ ペ レー タ ー

図2-1現 行 景 観 シ ミ ュ レー シ ョ ン 設 計 シ ス テ ム

景観設計作業者

⇒

イ ンタ ラクテ ィブ

データ ライ ブラリ

⇒

シ ミ ュ レー シ ョン完 成

灘

図2-2設 計 者 の 理 想 とす る シ ミュ レー シ ョン シス テ ム
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(2)対 象 とな るデータベースの範囲

現在我々が生活 して いる環境 は、その大半が人工的 に形成 された社会基盤(イ ンフ

ラ)の 上に構成 されて いる。景観 シミュ レー ションをす る行為 は、イ ンフラ整備の完

成 図を確認す る行為であ り、住み 良い環境 であるか検証す る作業で ある。

従 って、データベースの構築が進む ことで災害 に強 い町づ くりや住み 良い環 境を検

証す ることが可能 とな る。 ここで は、現在 求め られ て いる景観 シ ミュ レー シ ョン用

データベース を表2-3に 示す。

表2-3景 観 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 用 フ ァ ク トデ ー タ ベ ー ス

種 類 構 成 要 素

ス トリー トフ ァニチ ャ ー

電 話 ボ ックス 、 ガ ー ドレー ル 、街 灯 、 郵便 ポ ス

ト、信 号 機 、 標 識 、 バ ス 停 、 ツ リー サ ー クル 、水

飲 み 場 、 ベ ンチ 、 遊 具 、 プ ラ ンタ

構 築 物

住 宅 、交 番 、商 店 、 ビル デ ィ ン グ、 公 共 建 築 、 歩

道 橋 、橋 、 テ レ ビ塔

樹 木

街路樹 、庭木 、庭 園木

移 動 体

乗 用 車 、 乗 合 バ ス 、貨 物 自動 車 、 バ イ ク、 電 車 、

自転 車

道 路 等

横 断歩道 、交差点 、中央 分離帯 、歩道

人 間

成 人 男 性 、 成 人 女 性 、 子 供 、 老 人
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(3)改 善 され た検索方 法

2.1.1(2)で 示 したように、 ファク トデータベースの持 っている性格 上、複雑 な

形態 、大 きさ、色等 を個 々のデータが有 して いる。

それ らを検索段 階にて確認するには、通常デー タ名 とファイルサイ ズを知 る程度 に

とどまる。 また、同名 、同系列 ファイルの場合、 どこが、 どのよ うに違 って いるのか

を確認す る唯一 のてだては、実 際に展 開す る しかな いのである。

他方、景観材料 、樹木等の種類 は個々 に特色があ り、選定 を誤 る と全 く意図 しない

景観が構成 され る ことにな る。 このような問題 はファク トデータベース に限 った こと

ではな いが、 こうした 問題点 を解決す ることが ファク トデータベースの重要性 を一層

増す ことにな る。

景観設計(図 面)

⇒

＼

イ ンタラクティブ

データライブ ラリ

⇒

/

シ ミ ュ レー シ ョ ン完 成

図2-3改 善 され た シ ミ ュ レー シ ョン設 計 シ ス テ ム
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3.プ ロ トタ イ プ作 成 上 の 検 討 過 程

3.1プ ロ トタ イ プ の 範 囲

プロ トタイ プ制作 にあた り、検討委員会 にお いて適宜内容判断 を行 い、効率的な景

観 シミュ レー シ ョン用樹木 のデー タベー ス開発 を検討 した。

まず、景観設計業務 において必要 とされ るファク トデータベース はな にか、絶 えず

進化す るコンピュータ性能 にふさわ しい操作環境 、画像表現 手法 はどのよ うな ものが

ふ さわ しいのか等の基本的検 証か ら、デー タベースの持つ性能 、特性 を利用者 の立場

で考 え、実際に操作 した ときに違和感 のな い構成にす るには どのような考え方 で取 り

組めばよいのか議論 を繰 り返 した。

また、データベースの運用形態 を考慮 し現在多 く用 い られるよ うにな ったCD-R

OM(コ ンパ ク トデ ィスクを用いた読み出 し専用 メモ リ)に プロ トタイ プデータベー

ス を集約す ることに した。

3.2委 員 会 で の 取 り組 み

プ ロ トタイプを制作す るにあた り委 員会での経緯、検 討事項 を示す。

(1)平 成7年8月8日(火)15:00～17:00第1回 スケ ジュール検 討委員会

場所 北陸東海データベース懇話会 会議室

【主な 内容】

① 全体スケ ジュール確認

② 樹木制作点数 樹種の検討

1.樹 種点数 の決定 延 べ総 数300点

2.用 途 の限定(街 路樹、庭園樹)

3.樹 種選定 は代表的な もの をチ ョイ スす る

③ システムのあ り方 について活用範 囲等 を含 め検討

1.活 用 目的 を明確 にす る

2.操 作機器 はパ ソコンを前提 とす る
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(2)平 成7年9月20日(水)15:00～17:00第2回 プ ロ トタイ プ検 討委 員会

場所 北陸東海 データベース懇話会 会議 室

【主な 内容】

① 樹木デー タ構築 の問題点 を検 討

1.樹 齢設定 を どうす るか

2.樹 形 の決定基準

3.デ ー タのセー ブ形態

② 樹木 の表現方 法を検 討

③ 景観 シ ミュレーシ ョンでの使 われ方

④ データ著作権 販売 についての議 論

1.CADに て制作 したデータの著作権保護 につ いて検 討

2.ア プ リケー シ ョンにて作成 したデータの著作権 の割合 につ いて調査

3.販 売す る場合 の問題点 につ いて検討

(3)平 成7年10月24日(火)15:00～17:00第3回 プロ トタイ プ検証委員会

場所 北陸東海デー タベー ス懇話会 会議室

【主 な内容】

① 活用 範囲 をどこまで定め るか検討

1.業 務デー タベース の領域か ら美術 的な範囲まで応用す るには、 また現 実問

題 と してCGが 受入れ られ るか議論

2.用 途 の対象 を検討

② ワー クス テー シ ョンの選定 につ いて検討

1.オ ペ レー ティ ングシステム(OS)にWindows3.1及 び、Mac

OSが 動作す る環境 にて 、実際 にプロ トタイ プ を作 動 させ検討。

2.ネ ッ トワー ク対応の場合 メイ ンサ ーバー、ネ ッ トワー クの種類 な どをどの

よ うに決定す るか検 討

③ 樹種 の選定 につ いて プロ トタイ プ上 にて検討

1.形 態 につ いて の確認

2.色 彩及び、樹形 の確認

3.成 長過程 の年代 を検討

4.操 作性 の確認
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プ ロ トタイ プの完成 イ メージ

プ ロ トタ イ プ の コ ンセ プ ト

データベース検索 には、専門の知識 と機器 を必要 とす る。本研究課題 では、専門知

識 を有 しな くとも、簡単 にわか りや す い操作 がで きる環境設計 を念頭 に設計 を進 め

た。 また、本プロ トタイプは景観 シミュ レー ション用 フ ァク トデータベースの幅広 い

ジャンルの中で、今後都市部な どで必要 とされる景観要素である 「樹木」 を題材 に進

めた。

基本コンセプ トとしては、 「誰 もが簡単 に操作 できる」 を実現するためには どのよ

うな方法 をとれ ばいいのか、また、 どのよ うな考 え方で進めれ ばいいのか検討 を重ね

た。 ここでは この ような問題点 を以下 の3つ のテーマ に絞 り研 究 を試みる。

(1)操 作性の向上(三 次元CADデ ー タを可視化)

(2)検 索 され た デ ー タ を代 理機 能(エ ー ジ ェ ン ト)に よ りCADア プ リケ ー シ ョン

まで移 行 させ る。

(3)パ ソ コ ン操 作 を前 提 とす る 。

3.3.2デ ー タ の 可視 化 によ る視 認 性 の 向 上

本 プロ トタイプで は、内容物(樹 木の形態)の 表示方 法を最優先 に検討 した。従来

ファク トデータベース は、構成す る要素の 「量」 を重視 して いる傾 向ある。そ こでは

検索 名称 と内容 イ メージ との相違 は問題 にあが らな い。

一方、景観 シミュ レー ション用 とな ると完成イ メー ジを検索段階か ら要求す るため

よ りリアルな表示が望 まれ る。そ こで本 プロ トタイ プでは、検索画面 を表示す る段階

で、樹木 を構成するデー タの全形 、ディテール、樹木全形回転体な どを同時 に表示す

る ことができな いか検 討 した。

その結果 、図3-1の よ うに視 認性の向上が計 られた。
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(1)検 索 名称 のみ表示 の場合

圏 一
樹木データ

データベース格納状態

(2)デ ータを視覚化 した表示の場合

⇒

圏
樹木データ

⇒

データベース格納状態

⇒

図3-1
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3.3.3代 理 機 能 に よ る操 作 の 簡 略 化

この度の プロ トタイ プにおいて 、データベース検 索 ソフ トに代理機能(エ ー ジェン

ト)を 付加す ることで、今 まで以上 の操作性の向上が計れ るか研 究 を試みた。

最近のパ ソコンの多 くは機種 に依存 しないオペ レーティ ングシステム(OS)を 使

用 している。今回はそ の代表であ るWindowsを 使用 して いる状態 でエー ジェン ト機能

の可能性 を検証 してみる こととす る。

ここで示す 「エージェ ン ト機能 」 とは、Windows上 で起動 している本 プロ トタイプ

を使用 して樹木 を検索 して いる際 に、 目的 とす るフ ァイル を直接CADア プ リケー

ションに受け渡す機能 のことを指 して いる。 このエー ジェ ン ト機能を使用す ることで

景観 シミュレー ション作業時に、その都度 ごとにCADア プ リケーシ ョンを起動す る

手間 を省 き本来の業務 に専念で きるよ うに した。

今 回実施す る機能 を受 け取 るCADア プ リケー シ ョンは、建築設計で定評の あるイ

ンター グラフ社のマイ ク ロステー シ ョンを使 用 し実地検 証 した。実 際 に操 作 した結

果 、所期の 目的は達成す ることがで きた。特 に登録 されて いるデータを視覚的 に確認

した後CADに 移す操作は今 まで にな い効果がみ られた。また、同時にいくつかの問

題 点 も発生 し今後の研 究 を推進す る うえで貴重 なデ ータを収集す る ことがで きた。

図3-2エ ー ジ ェ ン ト機 能
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4プ ロ トタイ プの構成

4.1設 計 方 針

プ ロ トタイ プ シス テ ム構 成 は 「3.3

の 機 能 に分 割 した 。

プロ トタイプの完成イメージ」 を もとに以下

(1)樹 種、用途、樹齢 による検索機能

(2)樹 木名入力 による検索機能

(3)樹 形形状 フ ァイルの保存形式選択機能

(4)シ ーケ ンシャル、 ラ ンダム検索の切 り替え機能

各機i能にお ける設計方針 は以下の通 りである。

(1)樹 種、用途、樹齢 による検索機能

本データベースを使用 してデー タ検索 をす る際、検 索条件 を設定す る手段 として 、

簡単な操作で効率 良 く設定できる方法で検索できることを考慮、樹木 の分類及 び選

択の判断基準 の観点か ら樹種、用途、樹齢 の3項 目に分類、 これ らの項 目を設定す

る ことで該 当樹木 を検索可能 とした。

(2)樹 木名入 力による検索機能

既 に目的 とす る樹木がわか って いる場合、この機能 を利用す ることにで素早 く検索

で きるように した。 また、頭文字の入力で も検索可能 である。

(3)樹 形 形 状 フ ァイ ル の保 存 形 式 選 択 機 能

3次 元 コ ン ピュー タ グ ラ フ ィ ックス の世 界 にお いて標 準 的 なDXF(Drawing

InterchangeFile)形 式 に よ る保 存 機能 だ けで な くCADと 合 わ

せ て 本 デ ー タ ベ ー ス を利 用 す る こ とも考 慮 、 アプ リケ ー シ ョン フ ァイ ル 形 式(DG

N)も 含 め る。

(4)シ ー ケ ンシャル 、 ランダム検索の切 り替え機能

樹種、用途、樹齢 のみ の設定で検索 を行 うと該 当樹木本数が多 いため、通 常は シー

ケ ンシャルに閲覧す る設定 になって いるが、検 索後の検 索条件該当樹木 名の一 覧 を

表示 させる ことによ り、 ランダムに閲覧す る ことも可能 とす る切 り替え機能 を加え

る。
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4.2シ ス テ ム 構 成

4.2.1基 本 画 面 構 成

検索画像 を表示す るベー ス画像 を元 に、ボ タン、検 索結果の画像 、動画 を配置。

動画
ノ

ベ ース

図4-1基 本 画面 構 成

(1)ボ タ ン

見やす さ と押 しやす さを考慮 し、80×80の ピクセルで大 きめのボタンに、25

ポイ ン トゴシ ック太文字 で表記。

ボタンをアイコンにす ると、初心者で は全 く絵 の意味す ることが把握 できず、混乱

を招 くと判断 し、一部絵 による表示 も行 ってい るが全 てのボタ ンに文字 を表記。

(2)動 画

本データベース内で使用されている動画 はCinepak圧 縮でCD-ROM上 での再生のため

毎秒266KBの 転送 レー トとしてある。再生時 には全て メモ リー上 に読み込み、滑

らかに再生す るよ う考慮 した。

(3)検 索結果画像

検索後 の樹木画像 は当初静止画像 を使用 していたが、検 索後 の表示処理高速化のた

め1fps(フ レーム/秒)の 動画像 を一時停止 の状態で表示す ることによ り、1枚 の

グラフィック として表示 して いた ときに比べ 、 トータルで3割 程度 の速度向上がみ

られた。
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(4)文 字

文字 は平成角ゴシックの太字14ポ イ ン トを使用 し、見 やす さ、良みやす さに配慮

した。

4.2.2基 本 的 な 画 面 作 成 フ ロ ー

基本的な画面作成行程 は以下図4-2画 面作成 フローチ ャー トに示す。

樹形形状作成

ア プ リケー シ ョ ン

グラフィック作成

ア プ リ ケ ー シ ョ ン:(PhotoShop)

(TREEProfessiona1)

旦

静止画像

加工 ・修正
動画作成

PhotoShoPア プ リ ケ ー シ ョ ン:(StudioPro)

/ /
ノ ー 副/ 、

////1ψ 、
./

画 面

図4-2画 面 作 成 フ ロ ー チ ャ ー ト
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4.3プ ロ トタ イ プ の 問 題 点

(1)実 行 速度 低 下

本 プロ トタイプの制作 にあた り、CD-ROM上 で実行 させる ことを前提 に開発 を進め

た。 しか し、画質優先 としたため実行の際に若干のア クセス ラグが発 生す る傾向が認

め られた。

CD-ROMド ライブの性能 は、情報 をCPUに 転送するのに要す る転送速度が標 準速度

の もので、約90KBps(キ ロバイ ト/秒)、 倍速 の もので も最高300KBpsの 転送

速度であ る。

本データベースにお いて は、検 索後1画 面 を表示す るために最大1.2MBほ ど必要

とな る。従 って検索処理後表示 まで に最低4秒 はかかって しまうこととな る。本 デー

タベースに関 して は、景観 シュミ レー ション用データベース という位置付 け上画質優

先 としたが、高圧縮 ・高画質 の状態で実行 させ るにはまだ研 究の余地が残 ってお り今

後の課題 である。

また、 コーディ ング もメ ンテナ ンス を行 うときのため、読み易 いコーデ ィングを

行 った結果ステ ップ数が非常 に長 くな り、全体の実行速度低下の要 因 とな っている。

読み易いコーディングは開発サイ ドにとっては生産性 の向上 につながるが、ユーザサ

イ ドにとっては実行速度 を犠牲 とす る。今回Windows用 、Macintosh用 と制作 を行 った

が、機種特性に依存 して しまいデー タベースの動作 をほぼ同一化 させ るため、余分 な

コー ドも多 く含 んで しまっている。各機種の特性 について も今後の研究課題で ある。

(2)デ ー タ ベー ス 上 で の 可 視 化 デ ー タ と 出力 され るデ ー タ の 差

本データベース上で表示 され る樹木デー タは事前 に形状データを3次 元 コ ンピュー

タグラフィックスソフ ト上で一度 計算 を掛 けた状態 のもの を登録 して ある。従 って、

本 データベース上か ら出力 され る樹木 の形状 ファイル には幹や葉の色情報 は存 在せ

ず 、そ のままの状態で はデ ータベース上で見た もの とは異 なる。

これ はコンピュー タグラフィックスの世界 において 、形状 ファイルのフォーマ ッ ト

が各機種、各ソフ トに大 きく依存 す る状況で あ り、統一化 の方向 に向かっては いるが

まだ完全 とはいえない。

このよ うな問題はソフ ト上であ る程度解決す ることが可能で はあるが、今回の開発

意 図 とは本質が異なるため研究 、開発 には至 って いな い。
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(3)登 録 デ ー タの 更 新 が 不 可 能

例えば、1本 の樹木 か ら葉の落ちた樹木や紅葉 して いる樹木等 をユーザが作成 した

場合、本データベースではそれ らを登録す ることは不可能である。本来データベース

とは使用す る度 にデータが更新 ・蓄積 され使 いやす くな って いくの もので あ り、読み

出 し専用 メデ ィアであ るCD-ROMで 供給する際の問題 で ある。

(4)メ モ リ管 理

本データベースは景観 シュミレー シ ョン用データベースで あるという特性か ら、高

画質 のもの を大 量に扱わな ければな らな い。そのため本データベース を快適 に動作 さ

せ るためには多 くのメモ リが必要 となる。CAD(ComputerAddedDesigne)ソ フ トと

併 用 して実行 させ る ことを考 える とメモ リの 占有率 を可能な限 り抑 えるべ きであっ

た。

しか し、速度低下 の要 因とな る問題 を多 く抱 えてお り、 これ以上 の処理速度低下 を

可能 な限 り抑え る必要性が あった。そのためメモ リ管理 に関 してはほ とんど設計せず

に開発 を行 った。その結果 、繰 り返 し他 のアプ リケー シ ョンと併 用 して使用す る場合

にお いて動作が停止 した り、極端 にコンピュータの処理速度 を低下 させ ることとなっ

て しまった。

(5)検 索 方 法

デー タベー スに登録 されている樹木 は延べ300種 類であ り、樹木名 を入 力 しな い

状態 での検索 は1回 につ き約30本 程度検索 され る。

非常 に レスポ ンスが悪 い状況で30本 の樹木 を見 るというのは実用性が高いとは い

えない。

検索条件の項 目を増やす ことによ り検索結果 を減 らし、 レスポ ンスの悪 さをユーザ

に意識 させ ないよ うな設 計をす べきであった。

(6)機 種 依 存 に よ る ソ フ トの 実行 形態 の 違 い

本 デー タベ ー スで はWindows用 、Macintosh用 共 に同 様 の動 作 をす るよ う開 発 を行 っ

て は いた が 、移 植 の際Windows上 で多 くの不 具合 が 発 生 し、Windowsで は保 存 処 理 が

で きず 、必 ずCADと 併 用 して 使 用 しな けれ ばな らな い仕様 とな り可 用 範 囲が 狭 い もの

とな って し ま った。
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4.4シ ス テ ム 設 計

4.4.1基 本 画 面 構 成

図4-4画 面 構 成

(1)樹 形全体図

(2)樹 木立体イ メージ

(3)葉 形拡大 図

(4)操 作パ ネル表示領域

(1)樹 形全体 図

検索条件 に該 当す る樹木全体 図を表示す る領域。

(2)樹 木立体イ メー ジ

CADデ ータ を可視化、回転体 にて表示。

(3)葉 形拡大図

各樹木によ り異なる葉形 を樹形全体 図や樹木立体 イメー ジで表現 しきれない部

分 のディテール を表示。

(4)操 作パネル表示領域

大 きな正方 形ボタンを水平方 向、垂直方向に並べ、画面構成 を変える ことな く

検索、保存そ の他 の操作 を行 う。

(5)そ の他

(2)樹 木立体 イメー ジ(3)デ ィテール表示領域 は検索結果 の樹木名一覧表

領域 と併用す る形になってお り、一覧表示 され る樹木 名を直接選択す ることで

樹木 を表示 させ る ことが可能 。
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4.4.2基 本 構成 図

以下 に基本構成 図及び操作時 の画面表示な どを示す。

図4-5登 録 デ ー タ制 作 行 程の 概 要 と流 れ

登録樹木の選定

修

正

↓

㌫ 一タ作成 一 → 闇
DXFデ ータ

レンダ リング

目 樹木立体イメージ

圃 樹形全体図

固 葉形拡大図

ll-L

念
景観 材料データベース

23
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図4-6景 観 材 料デ ー タ ベ ー ス樹 木 編 画 面 遷 移 と検 索 の 流 れ

↓

初期画面

↓

木 名 入 力 画

NoOO1

↓

樹木 名確認

NoOO2

保存画面

NoOO4

検索開始

ボタン

一 覧 表 表

示NoOO3
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ヘ ル プ画 面

NoOO6～08

終了確認
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図4-7基 本操作 ボタ ン

樹種選択ボ タン

広 葉樹 、針 葉樹 の選択 が

可能。

検索樹木 を シーケ ンシャル

に見 るボ タン。

關一 ーー一

∴'⊇ 謬 二・;i

当当

rw

ロ'‥ 、、㌘ ㌘ テ で

邊巖見る
iバ ノ ニプ'ピ

'

ii蓉藝 λ

■書置閥■
　 　 　 　 　

用途選択 ボタ ン

街路樹 、庭 園樹 の選択 が

可能。

認磐
蕊

、∨A

表示変更ボ タ ン

樹木 の動画 、葉形拡大 図

と検 索結果 の一覧表表示

の表示切 り替 えを行 う。

i辮鱒奪

一 ・湿 潤 ■

フ擬 灘灘
樹 齢 選 択 ボ タ ン

10年 、20年 、30年

の選 択 が 可 能 。

}一

一

1漉ぱ.
注 腸灘i芦 ・
3七 ゴ

ファイル形式変更ボ タ ン

保存す る形状デー タの

フ ァイル形式 をDXFと

DGNの な か か ら選 択 可

能。

樹木 名入 力ボタ ン

ここで設定 した樹木名で

始 まる樹 木 につ いて検 索

を行 う。

㌶ 門 ㌻""… 一

…[韮き
一_∴ ∨w吊∨～

保存 ボタ ン

現 在 表 示 中の 樹木 を保 存す

る。Windows版 はフ ァイル形

式がDGNの とき このボ タ ン

は起 動ボタ ンに変わ る。

i… ㌘ 仁
ミ

灘 …　

検索開始ボタン

設定された検索条件内の

樹木を検索する。

終了ボタ ン

景観 材料 データベース を

終 了す るボタ ン。

"
盈ち ∠

謄議開始
㌘ 争≧

～
、 、監ざひ_品 品 、^〔… 、.",

ioぶ ・フ
七

)、 娠
,ご

1講零丁
'さ ぎ べ

`

ξ_、_"

検索樹木 をシーケ ンシャル

に見 るボタ ン。
魎

ヘル プボ タン

操作説 明を表示 させ るボタ

ン。

卜
',': ,二,".二}'、 ぺ'.・

醤
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画面名称

画面No

樹木名入力画面

001

懸 罵 ・・翻

獲終礁ii
顯 竃‖

・ 灘i

灘

機 能説明

検索条件の一つ として、検索対 象 とす る樹木名の頭文字 を入 力。

入力 した樹木 名をキ ャンセル し、樹木 名名入力

ダイア ログボ ックス を閉 じる。

樹木 名の検索条件 に入 力 した文字列 を確定。

リター ンキー入力は こち らのボタ ンに割 り振 ら

れている。
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画面名称

画 面No

樹木名継続入力確認画面

002

、
'ノ▽
宮

.羅綾

影
'
許
'

‥力
烏
雲

緩 峯…

}

、

渓

怠

w…

漣

遷

馨

機能説明

樹木名を設定後、同じ樹木名で検索を行う際の確認及び入力の変更。

鰯

睡

検索条件の樹木名 を 「未設定」 に し、検索 を開始す る。

検索条件 の樹木 名を継続 して適用 させ、検索 を開始す る。

リター ンキー入 力は こちらのボ タンに割 り振 られている。
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画面名称

画面No

索結果樹木名一覧表示画面

003

蒙

難 、織

さ
、連

言

機能説 明

検 索の結果 、検索条件 に該 当す る樹木の一覧 を表示す る。

樹木 名にマウスポイ ンタを直接合わせ てボタンを押す ことによ り樹木 を選択

る ことも可能 。
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画面名称

画面No

存画面

004

離離

一
、

F・31哀'..・

　 へ　キミコ 　ココ日溜 艦i

機能説 明

検索結果の中か ら、現在表示 中の樹木 を保存。

(画面 はMacintosh上 での使 用時 の例)
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画面名称

画面No

景観材料アー タベー スの終 了確 認画面

005

:饗
;パ 紗

纏
w覇

機能説明

景観 材料デー タベース を終 了す るか、確認 させ る画面。

、璽

ξ

渋
川

景観材料データベースを終了す る。

終 了 をキ ャ ンセ ル し、デ ー タベ ース を検 索 可能 な状 、

に戻す 。 リター ンキ ー を押 す とキ ャ ンセル 側 の 入 力 と

な る。
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画面名称

画面No

ヘルプ画 面1

006

o爲 し轟轟●1崎 雛構昧篠 警

④ 検索条件の錠

口 枠内の各ボタンを押すと

各条件が変更されます。

機能説明

検索条件設定ボタンの機能解説。
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画面名称

画 面No

ヘルプ画面2

007

辱 聴

② 検索開始
議

⑳ 検継 子

u瞬 副 饒 雛爲鰭鋤簾

検索を始めるには、抱 ㈱ 検㍊用姉ドタンを押してくださ㌧

① ℃織 した難 ・にあつた齢 の継 を開始しまポ

検索が終了すると、ノt掬のように検索条件に

該当する樹木を鋤 ミします。

前責 次頁 終ア

機能説明

検索方法の解説。
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画面名称

画面No

ヘルプ画面3

008

eeMlteMan.uae

④ その他のボタンについての馴

.前頁

ファイル形式ボタンは保存する

際のツァィル形式を選択 します。

ファイル形式↓淑)XFとDGNの2

種類から選択することが鰯是で

す。

・-終了

機能説明

検索後の操作に関する解説。
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図4-8デ ー タ 構 成 図

口
DATA 編

無

調

鷲

騒

㎝

Wm

■

㎝

目

㎜

－

z。

㎝

目

輌㎜

臼
Mov

Mov

国
DXF

臼
DGN

広葉樹 の樹形立体イ メー ジ動画

針葉樹 の樹形立体イ メージ動画

各樹木のDXF形 状デー タ

各樹木のDGN形 状データ

広葉樹樹形全体図

針葉樹樹形全体図

広葉樹葉形拡大図

針葉樹葉形拡大図
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図4-9ア ラ ー トー 覧

設定中の樹木名に該当する樹木は

1:樹 種=× × ×、 用 途=OCO 樹木名に設定した検索条件で検索を行

… った際、検索条件外 に該 当データが存在

n:樹 種=× × ×、 用 途=Cα ⊃ したときに該 当データがどこに存在する

か を表示 。

の条件 で検索 できます 。検索 条件を

変更 し検索 を行 って くだ さい。

フ ァイル の読み込み に失敗 しま した。 読み込み の失敗時 に警告。

フ ァイル の保存 に失敗 しま した。 保存の失敗時に警告。

該 当す る樹木 はあ りませ んで した。 検索条 件 に該 当す る樹木が デ一 夕ベー

条件 を変更 して検索 を行 って ください。 ス内 に登録 されていない とき警告表示 。

保存すべき該当樹木データが存在 検索結果がない状態で保存ボタンを

しませ ん。 押 された とき に表示。

現 在QuickTimeム ー ビー を再 生 で き る環 本 ソ フ トウ エ ア を 起 動 さ せ る 際 、

境 で は あ りませ ん 。QuickTimeを イ ンス QuickTimeが イ ンス トー ル され て いな い

トール後再起動 して くだ さい。 と き に表 示 。

本 デ ー タ ベ ー ス の動 作 環 境

(1)Macintoshで の 使 用 時

・最 低8MB以 上 の空 メモ リ

・漢 字Talk7以 上

・CD-ROMド ライ ブ

・QuickTime1 .6以上

・68040以 上推 奨

(2)Windowsで の使 用 時

・4MB以 上 のRAM

・日本 語Windows3 .1以上

・CPUは80386以 上

・CD-ROMド ライ ブ
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表4-1 登 録 デ ー タ ー 覧表

樹木名 ファイ ル名 街路樹 庭園樹

アカガシ AKAGASI1 AKAGASI2 AKAGASI3 × ○

アカマツ AKAMAT1 AKAMAT2 AKAMAT3 ○ ○

アキニ レ AKINIREl AKINIRE2 AKINIRE3 ○ ○

アオギ リ AOGIRI1 AOGIRI2 AOGIRI3 ○ ○

ア ラカ シ ARAKASI1 ARAKASI2 ARAKASI3 × ○
エ ン ジ ュ ENJU1 ENJU2 ENJU3 ○ ○

エ ノキ ENOKI1 ENOKI2 ENOKI3 ○ ○

エゾユズ リハ EZOUZRH1 EZOUZRH2 EZOUZRH3 × ○

ギ ンヨウアカシア GINYOU1 GINYOU2 GINYOU3 × ○

ゴ ヨウマ ツ GOYOMAT1 GOYOMAT2 GOYOMAT3 × ○

バ クウ ンボ ク HAKUNB1 HAKUNB2 HAKUNB3 ○ ○

ハ ナ ノキ HANANOKl HANANOK2 HANANOK3 ○ ×

ハ ンノキ HANNOKI1 HANNOKI2 HANNOKI3 ○ ○

ヒイ ラギ HIIRAGI1 HIIRAGI2 HIIRAGI3 × ○

ヒメユ ズ リハ HIMUZRH1 HIMUZRH2 HIMUZRH3 × ○

ホル トノキ HOLTNOK1 HOLTNOK2 HOLTNOK3 ○ ×

ヒマ ラヤ シー ダ ー HSYDER1 HSYDER2 HSYDER3 ○ ×

イ チ ョウ ICHOU1 ICHOU2 ICHOU3 ○ ○

イヌマキ INUMAKI1 INUMAKI2 INUMAKI3 ○ ○

イ ロハモ ミジ IROHAMO1 IROHAMO2 IROHAMO3 ○ ○

カエデ KAEDE1 KAEDE2 KAEDE3 ○ ×

カ リ ン KARIN1 KARIN2 KARIN3 × ○

カ ロリナポポ ラ KAROPOP1 KAROPOP2 KAROPOP3 ○ ○

カツ ラ KATURA1 KATURA2 KATURA3 ○ ○

ケヤキ KEYAKI1 KEYAKI2 KEYAKI3 ○ ○

サ クラ SAKURA1 SAKURA2 SAKURA3 × ○

キ ンモ クセイ KINMOKU1 KINMOKU2 KINMOKU3 × ○

キササゲ KISASAl KISASA2 KISASA3 ○ ○

コブシ KOBUSI1 KOBUSI2 KOBUSI3 ○ ○
コナ ラ KONARA1 KONARA2 KONARA3 × ○

クヌギ KUNUGIl KUNUGI2 KUNUGI3 ○ ○

クロガネモチ KUROGAN1 KUROGAN2 KUROGAN3 ○ ○

ク ロマ ツ KUROMAT1 KUROMAT2 KUROMAT3 ○ ○

クスノキ KUSUl KUSU2 KUSU3 ○ ○

マテバ シイ MATE1 MATE2 MATE3 ○ ○

モ ッコ ク MOKKOKU1 MOKKOKU2 MOKKOKU3 × ○

モチ ノキ MOTINOK1 MOTINOK2 MOTINOK3 × ○

ナナカマ ド NANAKAMl NANAKAM2 NANAKAM3 ○ ×

ナ ンキ ンハゼ NANKINH1 NANKINH2 NANKINH3 ○ ○

ニ ッケイ NIKKEI1 NIKKEI2 NIKKEI × ○
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登 録 デ ー タ ー 覧 表

樹木名 フ ァイル名 街路樹 庭園樹

ニ レ NIRE1 NIRE2 NIRE3 ○ ×

オニグル ミ ONIGUL1 ONIGUL2 ONIGLU3 × ○

オオバ ボダジ ュ 00BABOl 00BABO1 00BABO1 ○ ×

ポ プラ POPURA1 POPURA1 POPURA1 ○ ×

セ ンダ ン SENDAN1 SENDAN1 SENDAN1 ○ ○

シダ レヤナギ SIDARE1 SIDARE1 SIDARE1 ○ ○

シナサ ワグル ミ SINAGUL1 SINAGUL1 SINAGUL1 ○ ○
、 、 、"

ン ノ ン ユ SINJU1 SINJUl SINJU1 ○ ○

シ ラカ ンバ SIRAKAB1 SIRAKAB1 SIRAKAB1 ○ ○

シ ラカ シ SIRAKAS1 SIRAKAS1 SIRAKAS1 ○ ○
"

ソ ヨコ SOYOGO1 SOYOGO1 SOYOGO1 × ○

シャクナゲ SYAKNAG1 SYAKNAG1 SYAKNAG1 × ○

シャシャ ンポ SYANPO1 SYANPOl SYANPO1 × ○

タブ ノキ TAB1 TAB1 TABl ○ ○

タイ ワンフウ TAIWANH1 TAIWANH1 TAIWANH1 ○ ×

トネ リコ TONERIK1 TONERIK1 TONERIK1 ○ ○

トウカエデ TOUKAE1 TOUKAE1 TOUKAE1 ○ ○

ウバメガ シ UBAMEGl UBAMEG1 UBAMEG1 ○ ○

ヤマボ ウシ YAMABOU1 YAMABOU1 YAMABOU1 ○ ○

ヤマモモ YAMAMMl YAMAMM1 YAMAMM1 × ○

ユ リノキ YURI1 YURI1 YURI1 ○ ○

ユ ズ リハ YUZRIHA1 YUZRIHA1 YUZRIHA1 ○ ×

37



合成サ ンプル作成用写真01

プ

'簸 一 … 糊
工 、.:。 繊 ぐ

、
毯

.喜

θ

〈解説〉

合成例01-1ク ロマツの合成

クロマツ

Pinusthunbergiiマ ツ科 常緑樹 高 さ2～30m

強健 で大気汚染に強 く、痩地や乾燥地 にも耐え る樹木 であ る。

野木 として は 自然樹形で松並木 として多 く使用 され る。 また海岸防風林 や

工場緑化に も利用 され る。

合成例OL2ヤ マボ ウシの合成

ヤマ ボウシ

Chornuskousaミ ズキ科 落葉樹 高 さ5～10m

生長 は遅 く樹形は円形。葉がす っか り展開 したあ とで咲 くのでハ ナ ミズ

キに比べ清楚な感 じで、紅葉 も美 しい。
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合成サンプル作成用写真02

ぎ熟 ご

旛 、蕊 ㌦;

罹

〈解説〉

合成例02-1ケ ヤキ(樹 齢10年)の 合成

合成例02-2ケ ヤキ(樹 齢20年)の 合成

ケヤキ

Zelkovaserrateニ レ科 落葉樹 高 さ20～25m

日本産 の落葉広葉樹 の中で トップ クラスの巨木 にな り、生長が早 く寿

命が長 い。

日本 だけでな く、世界の落葉広葉樹 のなかで樹姿 の美 しさの点 では指折

の樹種で ある。
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合 成例002-1

合 成 例02-2
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合成サンプル作成用写真03

〈解 説 〉

合成 例03-1ア カ マ ツ の 合 成

ア カ マ ツ

Pinusdensifldraマ ツ 科 常 緑樹 高 さ2～30m

ク ロマ ツ に 比 べて 細 くて 柔 らか い葉 を して お り、全 体 的 に ク ロマ ツ よ り

お だ や か な姿 を して い る。、強 健 で痩 地 や 乾 燥 地 で も良 く育 ち、 堅 い土 壌 の

なか に も直根 をの ば して 生長 す る。

合 成例03-2ア キ ニ レの 合 成

Ulmusparvifoliaニ レ科 落 葉 樹 高 さ15m

葉 が 小 さ く枝 も細 い ので 繊細 な感 じを受 け 、木 もれ 日も多 く樹 下 も明 る

い。 萌 芽 力 が 強 く、大 気 汚 染 に も強 い 。
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講

合 成例03-1

/

、

合 成 例03-2
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合成サンプル作成用写真04

〈解 説〉

合成例04-1ゴ ヨウマ ツの合成

ゴヨウマツ

Pinusparviforaマ ツ科 常緑樹 高 さ2～30m

葉は クロマツや アカマ ツよ りも短 く、樹形 は狂 円錐形で遠 くか ら見 ると

モ ミ属の樹木 のよ うに見 え、落 ち着 いた雰 囲気 がある。

乾燥地や痩地で も育 ち、煙害 に強い。耐陰性 もややあ り、寒風に も耐 え

る。生長はやや遅 い。

合成例04-2イ ロハ モ ミジの合 成

イ ロハモ ミジ

Acerpalmatumカ エデ科 落葉樹 高 さ10～15m

秋 の紅葉が美 しく、 日本 では単 にモ ミジ といえば これ をさす ほどポ ピュ

ラーなカエデであ る。排水の よい適湿地で風 当た りが少な く空気 中に湿度

のある水辺地な どが適地。
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合成サンプル作成用写真05
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〈解説〉

合成例054イ チ ョウの合成

イチ ョウ

Ginkgobilobaイ チ ョウ科 落 葉樹 高 さ30～45m

イチ ョウは分類学上裸 子植物で針葉樹 に近い もの とされて いるが造 園上

で は広葉樹 と して扱われ る。強健で都市の大気汚染 にも耐 え、樹 皮が厚 い

ので火災 にも抵抗 力が ある。

合 成 例05-2ク ス ノキ の合 成

クス ノキ

Cinnamomumcamphoraク ス ノキ 科 常 緑 樹 高 さ15～50m

樹 高50mを 超 す 巨木 にな り、 日本 産 の 常緑 広 葉 樹 で は 最 も大 き くな る。

病 害 虫が 少 な く大気 汚 染 に も強 い。使 用場 所 は、公 園 ・緑地 の森 林 のな か 、

街 路樹 や 中央 分 離 帯 、 ビル の 前庭 、広 場 、工 場 緑 化 な ど多 方 面 にわ た る。
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合成サンプル作成用写真06

〈解 説 〉

合 成 例06-1イ ヌマ キ の 合 成

イ ヌマ キ

Podocarpusmacrophyllusマ キ科 常 緑 樹 高 さ15～25m

－般 の針 葉 樹 に比 べ
、 大 き く偏 平 で 細 長 い葉 を して いて 、 多 くの 針 葉 樹

の な かで も独 特 の感 じを受 け る。

合成例06-2シ ダ レヤナギの合成

シダ レヤナギ

Salixbabylonicaヤ ナギ科 落葉樹 高 さ15m

生長は早 く、萌芽力 もきわめて強 く、 また土質 を選ばず乾燥地 で も低湿

地で も育つ。大気汚染 にも強 い。移 植 も容 易で ある。病害虫は多 いが樹勢

が旺盛なので枯死 に至 る ことは少な い。街路樹 として使われ る ことが多か

ったが歩行者 の じゃまにな り、勇定 の手 間がかか る事か ら使用 は少な くな

っているが広 い街路 には適 して いる。
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合 成 例06-1

'

合 成 例06-2
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4.5今 後 の 展 望

近 年、環境 計画 を担 う設計道 具 と してCADの 普及が進 む と予想 され る。デー タ

ベースは、本来人間が豊 かで快適な生活 をお くるために、必要な情報の集積 を実践 し

て きた と思われ るが、今後、設計業務の効率化 と共 に、人類 を含む全ての生物 を対象

とす る環境計画 に取 り組んで いかな くて はな らな いであ ろう。

そ うい う意味で は、建築計画 に対す る景観材料のデータベース化は一層 の普及が叫

ばれ る。本 プロ トタイプは樹木 に限定 して提案 しているが 、環境形成を支援するデー

タベース として、今後 さまざまな用途 に使用で きるソフ トに発展す る可能性 を秘 めて

いる。よ りよいデータベース とは どのよ うな ものか、使 いやす い内容 にす るには どの

ような工夫 をすれ ばよ いのか、 とい う問題 に応 えるために今後一層の研究 開発 を進 め

て いきた い。

「参 考文 献 」
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